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13S　 乳酸菌

602 米 麹か ら分離 した 乳酸菌 が生産 す る抗 菌性物質 の 精 製 と性 質

（新潟 県醸造 試験 場 ）○ 金桶 光起 、 青木 俊 夫 、 鍋 倉 義仁 、 佐 藤 圭 吾 、

　　　　　　　　　　 渡邊 健一
、 月 岡 本

【目的 】乳酸 菌 が生 産 す る有 機酸 やバ クテ リオ シ ンな どの 抗 菌性物質 は 、安全 な

食品保存 料 と して 期 待 されて い る。 我々 は、米麹 か ら抗菌性物質を生 産 する 乳 酸

菌を分離 し抗菌性物質の 精製 と性質を検討 した 。

【方 法及び結果】米麹か ら分 離 した乳 酸菌が 生産 する 抗菌性物質を 、培養上 清液

か ら 8a％硫安沈殿 、ゲ ル濾過カ ラム 、イオ ン 交換カ ラム を用い て 部分精製 した 。

部分精製 した物質 は 数種の 乳 酸桿菌 に対 して 抗菌活性を示 した 。 こ の 抗菌性物質

は 、 100℃で 3  分加 熱処 理 を 行 っ て も活性 は 失わ れな か っ た 。 鏖た 、各種 プロ テ

ア ーゼ （1．Omg／mi）の 作用 を 検討 した 結 果 、　 Pancreatin、　 Trypsin、で 完全 に活 性

が失われ、Proteinase−K、　 Papain で 活性が 半減 した 。 こ の こ とか らタ ンパ ク性の

抗菌性物質で あるこ とが 示 さ れ た 。
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【目的】 我 々 は ，既 に 味噌か らの 抗菌性物質産生 乳酸 菌の 検索 と分布 の調査 を行 い ，バ

クテ リオ シ ン を産生する 乳酸球菌が広 くか つ 高頻度で 味噌醸造に存在するこ とを報告 し

た ．これ らバ ク テ リオ シ ン産生 乳酸球菌 は
， そ の 表現形 質か ら Enterococcus属乳酸菌

で ある と推定 したが ，菌種 レ ベ ル で の 同定に は至 らな か っ た t そ こで
， 本研 究 で は

， 味

噌由来バ クテ リオ シ ン 産生 乳酸球菌 に つ い て
， 化学分類学的手法 に よ り同定を行 っ た結

果 を報告す る．また
， それぞれの 株の バ クテ リオ シ ン の 性状比較 の 結果 も報告 す る。

【方法及び結果】　山梨県内 の 6工 場 か ら分離 したバ ク テ リオ シ ン 産生乳酸球菌の 中で
，

比 較 的バ ク テ リオ シ ン 産生 能が高 か っ た 18 株を供試 した e まず ，
こ れ らの バ クテ リオ

シ ン産生乳酸 菌の 生理生化 学的性状 につ い て ，Devrieseらの enteroc 。cci の 同定ス キ
ー

ム な どを参照 して ，主 に糖類 の 発酵性 とア ミ ノ 酸 の分 解性 な どを調べ た．そ の 結果
，
バ

ク テ リ オ シ ン 産生 乳酸球菌 は全 て
， 基本的 には En 亡erococcus 属乳 酸菌 と して の 表現形

質を示 し，ほ とん どの 株 は Enterococcus　faeciumに最 も近 似 した s 次 に
，
生 理 ・生化学

的性状か らグル
ー ピ ン グ を行 っ た代表株 10株 に つ い て

，
16SrRNA 塩基配列解析 に基づ

き同定 を行 っ た ．そ の 結 果 ， 16SrRNA 塩基 配 列解析 の 結 果， 1 株を 除 き全 て
，
　 E ．

faecium，　E．　duraflsお よび E．　hiraeの い わ ゆる
‘

E 　faecfロ皿 species 　group
’

の 菌種 に 同

定され た．D 抗原 を示 さな か っ た例外 的な 1株 は
，
16SrRNA 解析 か ら Lactococcus　iactis

と同定 され た。 また
， それ ぞ れ の 株が 産生 す る バ クテ リオ シ ン は，そ の 抗菌ス ペ ク ト

ル
， 温度 ・

pH 感受性 ， 分 子 量 な ど比 較 か らい くつ か の異 な る グル
ープ に分別 さ れ た ．
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